








まとめ 

低酸素症の持続する新生児慢性肺障害における高頻度換気の効果と副作用を検討する基礎

的実験として,elastase 気道内投与による肺線維症,肺気腫を中心とする慢性肺障害を幼

若家兎に作成し,high frequency jet ventilator による高頻度換気を施行して以下の成績

を得た。 

5～8Hz の高頻度換気では平均気道内圧の上昇につれ Pa02 の上昇と PaC02 の低下を認め有

効と判定された。しかし 10～15Hz では平均気道内圧の上昇により血液ガス所見の悪化をみ

た。これは共振周波数を越えている可能性と,air trap の影響によるものと考えられた。 

副作用として血圧低下と高血糖が認められた。血圧低下と air trap を防ぐには,2方向 jet

上流の ventri tube を用い,positive negative high frequency jet ventilation により

平均気道内圧 OcmH20 での高頻度換気を行うのがよいと思われた。 


